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■ 1/25～1/29に発表された主な経済指標 

発表日 指標、イベントなど 結果 ｺﾝｾﾝｻｽ 前回

1/25（月） （独） ２月ＧｆＫ消費者信頼感 3.2 3.1 3.4

1/26（火） （ﾕｰﾛ）11月経常収支（季調値、10億ﾕｰﾛ） ＋0.1 － ▲4.6

（独） １月Ｉｆｏ景況調査（景気） 95.8 95.1 94.6

　　　　　　　　　 　　　（現況） 91.2 91.3 90.4

　　　　　　　　　 　　　（予想） 100.6 99.1 98.9

（独） 12月輸入物価（前月比） ＋0.5％ 横ばい ＋0.4％

　　　　　　　　　 （前年比） ▲1.0％ ▲1.5％ ▲5.0％

（仏） 12月消費者支出（前月比） ＋2.1％ ＋0.6％ ＋0.1％

　　　　　　　　　 　（前年比） ＋5.9％ ＋3.8％ ＋3.5％

（英） 10-12月期実質ＧＤＰ（前期比） ＋0.1％ ＋0.4％ ▲0.2％

　　　　　　　　 　　　 　（前年比） ▲3.2％ ▲3.0％ ▲5.1％

1/27（水） （独） １月消費者物価（前月比） ▲0.6％ ▲0.3％ ＋0.8％

　　　　　　　　　 　（前年比） ＋0.8％ ＋1.0％ ＋0.9％

1/28（木） （ﾕｰﾛ）１月業況判断 ▲1.12 ▲1.10 ▲1.30

（独） １月失業率 8.2％ 8.2％ 8.1％

1/29（金） （ﾕｰﾛ）12月失業率 10.0％ 10.1％ 9.9％

（ﾕｰﾛ）１月消費者物価（前年比） ＋1.0％ ＋1.2％ ＋0.9％

（ﾕｰﾛ）12月Ｍ３（前年比） ▲0.2％ ▲0.5％ ▲0.3％

（西） 10-12月期失業率 18.83％ 18.50％ 17.93％

（英） １月ＧｆＫ消費者信頼感 ▲17 ▲18 ▲19

（英） １月ﾈｰｼｮﾝﾜｲﾄﾞ住宅価格（前月比） ＋1.2％ ＋0.3％ ＋0.5％

　　　　　　　　　　　　　　（前年比） ＋8.6％ ＋7.3％ ＋5.9％
（注）ｺﾝｾﾝｻｽはBloomberg調査

 

 

■ ユーロ圏： 寒波による悪影響が懸念されるが、年明け後も企業活動の回復基調が続く 

 

＜ドイツ（1/26）：１月Ｉｆｏ景況調査＞ 

 １月のドイツのＩｆｏ企業景況感指数（2000年＝100とした指数）は95.8と前月の94.6から一段と改善。

現状判断（12月：90.4→１月：91.2）、今後６ヶ月の見通し（98.9→100.6）が何れも前月を上回った。業

種別のＤＩは、小売業（▲12.3→▲12.8）が前月から悪化した一方、製造業（▲9.3→▲6.6）、建設業

（▲26.8→▲21.5）、卸売業（▲6.9→▲4.7）が前月から改善。同時に発表されたサービス業の業況判断

ＤＩは4.9と前月の5.5から低下したものの、６ヶ月連続で「改善」が「悪化」を上回った。 

【評価】 ヘッドラインの景況感指数は10-12月期平均対比で＋2.5％。年明け後も製造業活動の回復が続
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いていることを確認。1/19発表のＺＥＷ景況調査の停滞は金融市場の動揺が影響したとみられ、

今回のＩｆｏの結果がより実態に近いと考えられる。 

 

 

＜ドイツ（1/27）：１月消費者物価（速報値）＞ 

 １月の消費者物価（速報値）は前年比＋0.8％と前月の同＋0.9％から伸び率が鈍化。 

【評価】 前月比では▲0.6％と大幅に下落。燃料費の上昇が続いているものの、前月の高い伸び（同＋

0.8％）の反動に加え、天候不順の影響もありパッケージ旅行の価格下落などが影響した。 

 

 

＜ドイツ（1/28）：１月失業率＞ 

 １月の失業率は8.2％と過去３ヶ月の8.1％から小幅上昇。08年９月の7.6％を底に上昇に転じたドイツの

失業率は、昨年６月の8.3％をピークに上昇に歯止めが掛かってきたが、ここにきて再び悪化。 

【評価】 失業率が再び悪化に転じたことで景気回復ペースの鈍化が雇用情勢に悪影響を及ぼしているこ

とが懸念される。但し、同月の失業者増加は歴史的な寒波に見舞われたことで、建設業を中心

に季節労働者が大きく減少したことも影響した模様。 

 

 

＜ユーロ圏（1/29）：12月マネーサプライ＞ 

 12月のユーロ圏のマネーサプライ（Ｍ３）は前年比▲0.2％と前月の同▲0.3％からマイナス幅が縮小。

また、民間向け融資は同横ばいと前月の同▲0.7％から改善した。 

 同日発表された１月のユーロ圏の銀行貸出態度調査では、現状の貸出態度ＤＩ（過去３ヶ月に貸出基準

を「著しく厳格化した」「やや厳格化した」と回答した割合の合計から、「著しく緩和した」「やや緩和

した」と回答した割合の合計を引いた計数）は＋３と、前回10月調査（＋４）よりも厳格化の割合が低下。

今後３ヶ月の貸出態度について尋ねた先行きＤＩは＋３と、前回調査時の０より厳格化の割合が増加。 

【評価】 足元で貸出の減少ペースが緩和してきているが、先行きの貸出態度が再び厳格化傾向にあり、

貸出の伸びは今後も抑制される見通し。なお、貸出態度ＤＩの計算では、「やや厳格化（緩

和）する」の回答よりも、「著しく厳格化（緩和）する」の回答に対して、より大きな比重。

両者に対して同ウェイトを用いた計算結果も公表されており、それによると現状判断での厳格

化姿勢の緩和、先行き判断での一段の厳格化が一層際立つ。すなわち、１月の現状判断は、

「やや緩和する」との回答が前回：２％→今回：６％に増加しており、同ウェイトを用いた全

体の計数は＋８→＋３に改善。一方、先行き判断では「著しく厳格化する」との回答が０％→

２％に増加しており、同ウェイトを用いた全体の計数は▲１→＋４に悪化。 

 

 

＜ユーロ圏（1/29）：12月失業率＞ 

 12月のユーロ圏の失業率は10.0％と前月から0.1％ポイント上昇。08年３月の7.2％をボトムに上昇傾向

が続いている。国別には、スペインの19.5％が突出して高く、スロバキアの13.6％、アイルランドの

13.3％、ポルトガルの10.4％、フランスの10.0％がこれに続く。 

【評価】 前月と比較して上昇した国は、アイルランド（11月：13.0％→12月：13.3％）、スペイン
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（19.4％→19.5％）、ルクセンブルク（6.1％→6.2％）、マルタ（7.0％→7.2％）、オランダ

（3.9％→4.0％）、ポルトガル（10.3％→10.4％）、スロバキア（13.5％→13.6％）と７ヶ国

に及ぶ。これまで失業率の上昇が抑制されてきたドイツでも１月の失業率が上昇に転じるなど

（前ページの該当箇所を参照）、雇用情勢の悪化が景気回復に及ぼす影響が懸念される。 

 

 

＜ユーロ圏（1/29）：１月消費者物価（速報）＞ 

 １月のユーロ圏の消費者物価（速報値）は前年比＋1.0％と前月の同＋0.9％から伸び率が高まった。 

【評価】 速報段階では費目別・地域別の内訳は公表されない。１月の確報値は２月26日に公表予定。 

 

 

■ 英国： 昨年10-12月期は７四半期振りのプラス成長に復帰したが、回復ペースは緩慢 

 

＜英国（1/26）：10-12月期ＧＤＰ（速報）＞ 

 10-12月期の英国の実質ＧＤＰは前期比＋0.1％と７四半期振りのプラス成長。業種別には、農業（同▲

0.6％）、公益（同▲3.3％）がマイナスの一方、製造業（同＋0.4％）、鉱業（同＋1.0％）、卸売・宿

泊・飲食（同＋0.4％）、政府（同＋0.2％）がプラス。輸送・通信、企業向けサービス・金融は同横ばい。 

【評価】 ７四半期振りのプラス成長となったが、プラス幅は事前予想よりも小幅にとどまった。景気は

底打ちしたものの、回復ペースに力強さは見られない。需要項目別の詳細は２月26日の改訂値

で公表される。 

 

 

＜英国（1/29）：１月ＧｆＫ消費者信頼感＞ 

 １月のＧｆＫ消費者信頼感（金融・経済・購買環境の現状および先行きの判断ＤＩを平均したもの）は

▲17と前月の▲19から改善。内訳は、個人金融環境の先行き（12月：＋３→１月：＋４）、経済環境の現

状（▲61→▲57）、経済環境の先行き（▲６→▲２）が改善。個人金融環境の現状（▲14）、購買環境

（▲16）は前月から不変。 

【評価】 全体の計数が改善したのは昨年９月以来。景気後退の主要因であった金融・住宅市場の混乱が

落ち着きを取り戻すなか、先行きの景況感が何れも改善していることはポジティブ要因。 

 

 

＜英国（1/29）：１月ネーションワイド住宅価格＞ 

 １月のネーションワイド住宅価格指数は前月比＋1.2％と９ヶ月連続で上昇（前月は同＋0.5％）。前年

比では＋8.6％と、前月（同＋5.9％）から一段と上昇率が高まった。 

【評価】 今次ピーク・ボトムの下落率は▲19.6％（07年10月→09年２月）。１月の上昇により、ボトム

からの上昇率は＋10.7％に達し、下落分の半分以上を取り戻した。仮に２月の住宅価格指数が

前月比で下落しなければ、前年比の伸び率は07年６月以来の２桁台の伸びとなる見込み。 

 

以上 


